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コメントと討論

笹原　亮二
国立民族学博物館

塚田（座長）　続きまして，コメントを笹原さんにお願いいたします。

笹原　久留島さん，川添さんお二方とも，こうした分野では日本でトップ・クラスの造
詣をお持ちなので，ご発表に僕が特に付け加えることはありません。いつも通りお二方
のお話を伺って，色々勉強させていただいたわけですが，今日は海外の方もいらっしゃ
るので，僕が今まで調べてきた日本の事例をいくつか紹介しまして，そういったものも
全部含めて考えた時に，改めて問題になると思われる点をお話ししてみたいと思います。
　紹介する事例は日本各地の民俗芸能です。日本の各地域に住んでいる人々が自ら行っ
てきた芸能にも，異国，異人イメージというのが結構見られるんです。
　これは，岡山県の牛窓で行われている「唐子踊り」です（図1）。先程の久留島さんの
話にもありましたが，江戸時代，朝鮮通信使は瀬戸内海を船で往来しました。牛窓はそ
の航路上に位置する港ということで，この時代の朝鮮通信使の文化的影響をいう時に，
よく例として引かれる芸能です。踊り手は「唐人」を演じているとされています。「唐
人」というのは中国人を指すのか，朝鮮半島の人々を指すのかはわかりませんが，いず

図 1 　牛窓 唐子踊り
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れにしても，日本人的ではないことが強調されていると思います。
　これは，三重県津市の津祭りに出てくる「唐人踊り」です（図2，図 3）。奇矯な表情
の仮面を被り，銅鑼を叩き，ラッパを吹いて，反り返る。こうした唐人の姿は，江戸時
代の都市祭礼を描いた絵画の中の「唐人行列」に見られるので，津の唐人踊りはその流
れを汲むものと考えていいと思います。これらの唐人踊りは，先ほどのお二方の話，特
に久留島さんの話に関係が深そうな事例ですね。
　これは，鹿児島県のいちき串木野市で行われている七夕踊りに出てくる「琉球人行列」
です（図4，図 5，図 6）。「琉球王」に「薩摩の殿様」，「韓林王」という中国の王様も
出てきます。さらにおもしろいのは，写真の人物です（図4）。彼らが吹いているのは，
本物のラッパではありません。紙で作った作りもので，それでラッパを吹く格好をして，

図 2 　津 唐人踊り

図 3 　津 唐人踊り 2
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音は「プーッ」と声を出しています。もうちょっと小ぶりのラッパを吹く人たちも出て
きますが，どうもこれらは，ラッパとチャルメラを表しているようです。つまり，彼ら
は「琉球人」の楽師を演じてるわけです。
　ちなみに，日本でチャルメラと呼んでいる楽器は，中国では「スオナ（哨吶）」と呼ば
れています。チャルメラという呼び名は，「チリミア」というポルトガル語が元となった
とされています。それ自体は恐らく中国から入って来ている楽器のはずですけれども，
チリミアというポルトガル由来の名前で呼ばれているというのは，まさにその当時の日
本の異文化事情を伝えていて非常に面白い。そこにはやっぱり長崎が介在していると考
えてよさそうです。
　この写真も同じ七夕踊りです（図7）。この踊りでは，先ほどの琉球人行列のような出

図 4 　琉球人行列 楽師

図 5 　琉球人行列 薩摩の殿様 図 6 　琉球人行列 琉球王
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し物を「ギョウレツモン（行列物）」と呼んでいます。それに対して，写真のような虎の
でかい張り子の造作物は「ツクイモン」というふうに呼ばれています。この虎のツクイ
モンはどういうものかというと，島津の殿様が朝鮮に出兵した時に虎を退治した様子を
演じているんですね。手前の人の背中に丸に十の印が描いてありますが，これは島津家
の紋なんです。このツクイモンには，虎という日本にいない動物が登場していて，ここ
にも異国が顔を出しているといえます。こうした異国イメージの表出は，先ほどの川添
さんの話にもつながるかも知れません。
　これは，鹿児島県霧島市で行われている「琉球人踊り」です（図 8）。鹿児島の方で
は，地元の人々が「琉球人」に扮して踊る，琉球人踊りと呼ばれるちょっと不思議な民
俗芸能が各地で行われています。これは，各地の人々が，鹿児島にやってきた「琉球使
節」や「琉球の殿様」を真似て演じるようになったという由来が伝わっています。
　これは沖縄の事例ですけども，東風平（こちんだ）町，今は合併で八重瀬町になった
ようですが（図9，図10，図11，図12，図13），そこの富盛（トモリ）というところの八
月十五夜の祭りで行われる行列です。この写真は「ヤマトンチュージュネーイ（大和人

図 7 　いちき串木野市 七夕踊りの虎のツクイモン

図 8 　霧島市 琉球人踊り
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図 9 　富盛 大和人行列

図10　富盛 大和人行列 2

図11　富盛 唐人行列

行列）」で，代官の笠には丸に十の島津家の紋が描かれています。ヤマトンチューが薩摩
の人間として表されていることがわかります。この祭りのさらに興味深い点は，「トーン
チュージュネーイ（唐人行列）」も出てくることです。トーンチューはチャルメラを吹い
ています。これは本物です。それから，銅鑼を叩いています。行列のトーンチューの格
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好を見ると，先ほど久留島さんがご紹介した，日本というか，「ヤマト（大和）」の朝鮮
通信使や琉球慶賀使の姿にどこか通じるような気がします。そうした異国，異人イメー
ジの交差の具合というか，絡まり合いがおもしろいのではないかと思います。そして，
この事例は，先ほど久留島さんが触れられていました異国，異人の行列というものの意
味や役割が，日本と沖縄，琉球とで同じか違っていたのかといった問題を投げかけてく
るといえるかも知れません。
　先ほどの久留島さんと川添さんのお話は，日本の江戸時代の，どちらかというと都市
的な場における異国，異人イメージに関する話だったと思いますが，僕の場合は，むし
ろそうした場ではないところ，都市的ではない場における異国，異人イメージの表出に
興味関心があり，ご紹介したような事例を調べたり考えたりしてきたわけです。それで
は，そもそも何ゆえ僕がそうしたことを考えるようになったのかというと，今日は台湾
の方がたくさんいらっしゃるからというわけではないですが，実は『国性爺合戦』がき
っかけのひとつだったんです。僕は以前，歌舞伎や人形浄瑠璃をよく見ていて，ある時
『国性爺合戦』を見た。『国性爺合戦』というのは，18世紀に近松門左衛門が作った人形
芝居の出し物で，日本で最大のロングランを記録したといわれています。3年何カ月も

図12　富盛 唐人行列 2

図13　富盛 唐人行列 楽師
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ずっと小屋に掛かっていた。今でも文楽，人形芝居や歌舞伎で行われます。内容につい
ては皆さんよくご存知でしょうから釈迦に説法ですが，明の遺臣の鄭芝龍が日本に逃れ
てきて，日本人の女性といい仲になり，そこで生まれたのが鄭成功，国性爺で，成長し
た後，台湾を拠点に明朝の復興を目指して大活躍するという話です。僕は，先ほど紹介
したような唐人踊りといった民俗芸能を見た時に，かつて『国性爺合戦』を見た時に抱
いた不思議な感覚というか，奇妙な印象を思い出したんです。どういうことかというと，
この写真は韃靼の将軍，甘輝の城の場面で，異国風の宮殿に囚われた老婦人が立ってい
ます。異国風というか唐風，中国風の宮殿の前にいかにも日本的な姿形のお婆さんがい
るんですね。それを見た時に，僕は「えっ！」と思った。背景の宮殿とお婆さんの姿の
ギャップに非常に違和感を抱いた。なるほどこの場面は，日本ではない異国の話なんだ
と非常に強く印象づけられたのを思い出したんです。
　となると，この芝居が昔から僕が見た舞台と基本的に共通する演出が行われていたと
すれば，ロングランしましたから，非常に多くの観客も僕が見たような場面を目にした
ことになり，その結果，自らが日常的に暮らす世界とは極めて異質な異国，異人イメー
ジを印象づけられたのではないか。そして，同様のことは，先ほど紹介したような各地
の民俗芸能を巡っても結構生じていたのではないかと思うようになったわけです。
　先日，長崎の平戸島に行った時に，そうしたことを改めて考えさせられた出来事があ
りました。平戸島は立平先生の地元になりますけれども，「カワウチ」でよろしいんです
かね。

立平　「カワチ」です。

笹原　ありがとうございます。平戸島の川内というところは蒲鉾で有名らしくて，みん
な道端に車を止めて蒲鉾を買ってたんですけども，そこが，鄭成功が生まれたところだ
というんです。写真に写っているのが，かつて鄭成功が住んでいた家があった場所で，
八歳ぐらいまでここで育ったんだそうです。さらに，これは「鄭成功児誕石」といって，
お母さんが臨月になっているのに浜で海草だか貝だかを拾っていた。そしたら急に産気
付いて，この石によっかかって鄭成功を産んだというんです。うそか本当かわかりませ
んが，その時の石がきちんと残っている（笑）。僕は，これはすごいなと思ったんです
ね。そもそも僕は，『国性爺合戦』というのは，架空のお話として人々は受け入れて楽し
んできたとばかり思っていた。もちろん，鄭成功が実在の人物だということは一応知っ
ていましたが，史実に大幅にフィクションがプラスされたものが『国性爺合戦』であり，
ある意味そのフィクション性というか，物語性の故に非常に受けて，「鄭成功イコール
『国性爺合戦』」として広く人々に知られるようになったと思っていたわけです。ところ
が，必ずしもそうとも言い切れない。鄭成功の誕生にまつわる「鄭成功児誕石」が実在



148

することで，『国性爺合戦』の世界は単なるお話，物語ではなく，実在の出来事，歴史的
事実だというかたちで，人々の認識が形作られていったことも十分考えられる。鄭成功
に関する人々の知識や情報が，実際は本当か嘘かわからないような非常に微妙なあり方
をしていることに，その石を目にしてはたと気が付いたんです。さらに，川内には「鄭
成功廟」という祠も作られています。中に祀られているお像の写真を撮ったんですけど，
尊い方のお姿を写真に撮るのはあまりよろしくないことだからか，ちゃんと写りません
でした（図14，図15）。
　それはさておき，要するに何が言いたいかというと，我々の歴史に対する認識や理解
というのは，そうした形で作られていく部分が実は非常に大きいのではないかというこ
とです。『国性爺合戦』の作者の近松門左衛門の言葉で「虚実皮膜」というのがありま
す。芸能では虚と実が薄皮一枚隔てて接しているが，虚と実との微妙な境界にこそ真実
が宿るというわけです。我々の歴史に対する認識や理解についても同じことがいえるの

図15　平戸島 川内 鄭成功廟

図14　鄭成功児誕生石
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かも知れません。我々は，実は，まさに「虚実皮膜」から歴史というものを作り上げて
いるんではないでしょうか。
　『国性爺合戦』に関連する話題をもう一つお話しします。日本の民俗芸能では「和藤内
の虎退治」の趣向をしばしば目にします。鄭成功が本当に虎退治をしたのかよくわかり
ませんが，とにかく，それが方々で行われているんですね。これは，神奈川県の三浦半
島の浦賀で行われている「虎舞」という民俗芸能で，和藤内の虎退治が仕組まれていま
す（図16）。ここ以外でも，例えば岩手の三陸の方にも虎舞がたくさん分布していて，や
っぱり和藤内の虎退治が仕組まれています。ということは，和藤内の虎退治は『国性爺
合戦』の有名な場面ですから，『国性爺合戦』の大流行を通じてそれが広く流布して，そ
の結果，民俗芸能レベルでも趣向として受容され，演じられて，一層人々の周知する知
識，情報になっていったとも考えられます。そして，そういうルートを通じて，一般の
人々が異国，異人のイメージを抱くようになった可能性もあるんじゃないでしょうか。
　そんなふうに考えてきますと，これは，特に久留島さん，川添さんお二方への質問と
いうわけでは必ずしもないんですけども，一つの問題が立ち上がってきます。それは，
歴史とは何かということです。というとちょっと大げさですが，要するに，歴史という
ものをどのように考えれば，いろいろな意味で豊かでよりよい知見が得られるかという
ことです。きのう野林さんが，「歴史認識」という言葉を使っていましたが，歴史認識と
歴史というのは違うもの，別ものとして考えた方がいいのかどうか。先ほど紹介した民
俗芸能の事例を見てくると，特に一般の人々にとっては，歴史というのはすべからく歴
史認識のような気もしてくるんですね。これは，きょうの午前中に笠原先生がおっしゃ
った，歴史を考える主体の問題にもつながっていく気がします。それから，やはりきょ
うの午前中にうかがった立平先生のご意見にも関わってくるのではないでしょうか。そ
こで，その問題を考える時に，僕が常々勉強している民俗学の観点から差し当たり思い
浮かぶ補助線を二つほど紹介しておこうと思います。というか，僕だけが何か言っても

図16　浦賀 虎踊り
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あんまり説得力がありません。柳田国男や折口信夫に登場してもらうと，俄然説得力が
出てくるのではないでしょうか。
　柳田国男はこんなことを言っています。人に教えられたり書物に述べてあったりする
歴史が，そのまま自分たちに当てはまることかどうかは定かではない。したがって，い
かにも偉そうな先達が立てた説であっても，それが自分たちが暮らしている場で成り立
つかどうか，自分たちで改めて確かめてみる必要がある。これは柳田が「郷土研究」の
あり方についていっているんですね。それから折口信夫。これは，日本の芸能の歴史に
ついて述べているところなんですけども，京都における芸能の変遷ということに限れば，
時代区分的な見方も確かにできる。しかし，そこから一歩出て，京都以外にも視野を広
げると，そういった立場は失敗に帰する。つまり，単線的な歴史というのは，ある一つ
の場所に限定するならば描けるけれども，そこから対象をちょっとでも広げてしまうと
なかなかうまくいかないというわけです。
　僕の今日の話に引きつけて考えるならば，柳田や折口が問題にしていたのは，歴史を
どのように考えるかという問題だったといえると思います。彼らの考え方を，当時新た
に生まれた歴史研究としての民俗学が本来有していた方向性と見るならば，民俗学は，
国家や社会などの全体の歴史を語ることや，整合性のとれた体系的な歴史を語ることに
逸らず，全体の歴史や体系的な歴史の解明を慎重に課題とし続けるという姿勢を基本と
していたのではないか。それによって，学問的・文化的・政治的な権威のみが歴史を定
めてしまう中央集権的なあり方ではない，分権的な歴史の実現へと向かおうとしたんだ
と僕は理解しています。民俗学が実際にそれを実現してきたかどうかは別問題ですけれ
ども。
　そこで最後に，赤松啓介という民俗学者の「それはもういろいろですわ」という言葉
を紹介しておきたいと思います。歴史をそれぞれの地域や現場で考えると，「それはもう
いろいろですわ」というしかないという。確かにそれは，ある意味正しいと思います。
ですが，それじゃあまりにも身も蓋もないですね。そこで，少し格好をつけておきます
と「戦略的トリビアリズム」とでもいえばいいでしょうか。それぞれの実態について，
なるべく細かい部分にこだわり，それらを可能な限りすくい上げていくことで，一元的，
中央集権的に整えられていく歴史に揺さぶりを掛けて絶えざる更新を迫っていく。そう
いったことを意識的にやっていくのも，民俗学の立場としてはありかなという気がしま
す。いずれにしても，こうした僕の歴史というものに対する問題意識からすれば，先ほ
どの川添さんのお話の見世物と幕末の危機的な社会状況に対する人々の認識の関係や，
久留島さんの幕末に関する議論ですね，それらも，歴史，あるいは歴史認識のあり方と
いった問題を考える時の手掛かりになるのではないかと思います。
　以上，コメントにもならないコメントで申し訳ありませんでした。台湾から来られた
方には，「鄭成功児誕石」の話題だけでもお持ち帰りいただけたらと思います。ありがと
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うございました。

塚田　笹原さん，どうもありがとうございました。笹原さんの立場から見た異国人イメ
ージ，あるいは歴史認識，歴史をどう考えるかということを，お二人のコメントをしな
がら，問題提起をしていただきました。お二人のご発表と笹原さんのコメントで日本の
部は終わりなんですけども，民族イメージには，あるいは中央の知識人，あるいは庶民
から見たイメージがあって，コメントでは踊りや行列の写真等から可視的に提示されま
した。午前中，立平先生からそろそろ人類学的アプローチに戻しましょうというご指摘
がありました，その方向性にも合致していたと思います。本来ですと，ここから質疑応
答の時間があるのですが，時間が押していますので，ここで休憩を20分ほど取りまして，
総合討論に移らしていただきます。これで，午後の第3セッションを終わります。久留
島先生，川添先生，笹原先生，どうもありがとうございました。


